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文章中の☆の付いた用語は、21ページの用語解説「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！

　保護猫ボランティア【猫にゃんズ】は、小さな
命を救いたい！まだ見ぬ飼い主さんとのご縁を
繋げたい！そんな思いを描く仲間が集まり、活
動を始めました。
　2021年11月の発足以来、260頭あまりを保護
し、220頭を里親さんに譲渡しました。阿智村
でも野良猫同士の繁殖や、未手術の外飼い猫の
出産で子猫が増え、様々なトラブルの原因にも
なり問題となっています。
　生まれてきた小さな命には責任はなく、適正
に飼育することで防げることは沢山あります。
　その一つとして TNR活動（Trap：捕獲、
Neuter：不妊化手術、Return：元の場所に戻
す）があります。【猫にゃんズ】は、このような活
動を地域の皆さんに知っていただき、一代限り
の短い命を見守っていけるような地域になった
らいいなと考えています。
　スポンサーもいない、会費や皆さんからの寄

付や募金で運営している小さな団体ですが、「自
分でできることから始めてみる」をモットーに活
動しています。ぜひ“あなた”にできることから
の、ボランティアさんを募集中です。

　お問い合わせ
　　　→猫にゃんズで検索。

【保護猫ボランティア 猫にゃんズ】　

　
２
月
19
日
に
令
和
６
年
第
１
回

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

土
地
購
入
費
（
４
５
７
０
万
円
）

（
運
動
公
園
整
備
事
業
に
お
け
る
Ｃ

地
区
の
土
地
購
入
費
用
）

Ｑ
　
こ
の
事
業
に
は
長
い
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
要
因
は
こ
の
土
地
の

購
入
の
遅
れ
か
。

Ａ
　
色
々
な
問
題
が
あ
り
遅
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
で
C
地
区
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
　
単
価
の
算
出
根
拠
は
。

Ａ
　
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
よ
る
額

を
基
に
、
現
状
復
旧
し
た
場
合
を
考

慮
し
算
出
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
公
園
整
備
の
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
来
年
度
Ａ
、
Ｂ
地
区
の
基
本
設

計
の
見
直
し
と
Ｃ
地
区
の
基
本
設
計

を
行
い
、
早
い
時
期
に
着
手
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
公
園
整
備
の
計
画
を
全
て
練
り

直
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
　
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
の

ま
ま
に
、
細
か
い
と
こ
ろ
は
今
後
詰

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
Ｃ
地
区
の
計
画
が
具
体
的
に
な

ら
な
い
う
ち
に
、
Ｂ
地
区
を
見
切
り

発
車
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
思
う

が
、
Ｂ
地
区
の
扱
い
は
。

Ａ
　
後
戻
り
に
な
っ
て
し
ま
う
と
困

る
の
で
、
全
体
を
見
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
　
検
討
委
員
会
は
今
後
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

Ａ
　
早
い
う
ち
に
一
度
開
催
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

討
　
論

賛
成
　
今
、
村
に
必
要
な
の
は
少
子

化
対
策
。
今
ま
で
の
計
画
に
固
執
せ

ず
、
子
育
て
世
代
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
公
園
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

連絡先　智里東　田中秀彦

pick up

令
和
６
年
２
月

　
　

臨
時
会
報
告

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）



あち「議会だより」No.1183

●令和６年度予算額

こども家庭センターの開設！運動公園周辺整備事業始動！

歳
出
の
内
訳
（
一
般
会
計
）

％
は
構
成
比

（
　
）内
は
前
年
比

民生費  20.8%

  

12億6,959万円
（6,162万円増）

農林水産業費 7.8%

  

4億7,581万円
（7,454万円増）

公債費  7.3%

  

4億4,800万円
（2,288万円減）

衛生費 6.0%

  

3億6,458万円
（2,819万円減）

議会費  1.1%

  

6,927万円
（594万円増）

教育費  10.9%

  

6億6,439万円
（8,273万円増）

災害復旧費  0.5%

  

3,333万円
（1,551万円減）

予備費等 0.2%

  

1,000万円
（同額）

総務費  21.5%

  

13億826万円
（1億4,907万円増）

土木費  13.8%

  

8億3,986万円
（6,331万円減）

消防費  3.8%

  

2億3,014万円
（1,349万円減）

商工費  6.3%

  

3億8,677万円
（952万円減）

※
一
部
端
数
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

令和６年３月定例会報告
一　般　会　計　　　  61億円　　　　　  （前年比 2億2,100万円増）
特　別　会　計 　　　 15億5,840万円 （前年比 7,300万円増）
水道事業会計（支出合計） 　3億5,757万円 （前年比 974万円減）
下水道事業会計（支出合計） 　7億　 544万円 （前年比 1,159万円増）

令和６年度予算

セイアくんが読み解く６年度予算セイアくんが読み解く６年度予算
　　　　　　令和６年度一般会計予算の増減額について簡単に解説していきます！
　　　　　　 まず全体をみると、一般職の給与が8,184万円ほど増えています。これは基本給や期
末手当の増額、また会計年度任用職員への勤勉手当の支給開始が大きな要因です。
　民生費では、老人福祉費でデイサービスや特養の改修等で約1,578万円増額、保育所関係で会
計年度任用職員が多いことから全体的に職員手当が大きく増額しています。
　総務費では、CATV運営事業費で大型修繕がない等で約3,452万円減額、定住促進費で住宅の新
増改築への補助の拡充や空き家解体補助の新設等で約2,347万円増額、リニア対策事業費で職員
の増員や環境調査の委託等（詳細は６ページ）で約6,236万円増額しています。
　土木費では、道路維持費で法面（のりめん）防災工事等の大型工事の完了等で約1,974万円減額、道路
新設改良費で☆長塚橋等の大型橋梁改良の完了等で約7,760万円減額しています。
　教育費では、事務局費で中学校と浪合小のエアコン設置等で約1,936万円増額、子育て支援対
策費でこども家庭センター開設に向けた改修等で約3,776万円増額しています。
　農林水産業費では、農業総務費で☆大規模防護柵の設置補助や農業用ハウスなどの修繕補助等で
約3,655万円増額、林道改良費で☆林道大谷霧ヶ原線のトンネル修繕等で約7,050万円増額してい
ます。
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高
低
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「
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
」
を
廃
止

し
、「
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
」

を
新
た
に
設
置
す
る
改
正
で
す
。

主
な
質
疑

Ｑ
　
リ
ニ
ア
と
ま
ち
づ
く
り
を
一
つ

の
課
に
す
る
も
の
だ
が
、
特
に
ま
ち

づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
大
変
に
な
る
。

職
員
体
制
は
大
丈
夫
か
。

Ａ
　
ま
ち
づ
く
り
は
商
工
観
光
課
で

別
の
業
務
と
兼
務
で
行
っ
て
い
た
も

の
で
、
今
回
ま
ち
づ
く
り
に
専
念
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
課
長

も
専
任
で
つ
け
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
課
に
は
期
待
し
て
い
る
。
適

切
な
職
員
配
置
と
、
臨
機
応
変
な
対

応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

【
歳
　
入
】

Ｑ
　
県
支
出
金
の
福
祉
医
療
費
給
付

事
業
補
助
金
が
２
８
０
万
１
千
円
増

額
し
て
い
る
。
医
療
費
補
助
が
中
学

校
ま
で
に
拡
充
さ
れ
た
た
め
だ
が
、

な
ぜ
そ
の
分
村
費
で
他
の
事
業
を
拡

充
し
な
い
の
か
。

Ａ
　
増
え
た
財
源
は
福
祉
医
療
費
に

充
て
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
補
正

等
で
他
の
事
業
を
充
実
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
歳
　
出
】

Ｑ
　
☆

駒
場
線
運
行
補
助
金
が
増
額
さ

れ
て
い
る
が
、
朝
６
時
台
の
バ
ス
が

３
便
減
便
に
な
る
。
対
応
策
が
示
さ

れ
て
い
な
い
が
村
と
し
て
の
所
見
は
。

Ａ
　
村
単
独
で
運
行
に
関
わ
る
こ
と

は
で
き
ず
、
関
係
機
関
と
の
検
討
が

必
要
で
す
。
た
だ
、
利
用
者
が
限
定

的
で
個
人
へ
の
支
援
と
な
る
た
め
、

対
応
に
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
　
中
間
教
室
を
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
第
一
小
へ
移
転
す
る
予
算
が
あ
る
。

保
護
者
か
ら
不
安
の
声
が
あ
る
が
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

Ａ
　
遅
く
な
り
ま
し
た
が
保
護
者
に

説
明
を
し
ま
し
た
。
第
一
小
に
設
置

さ
れ
る
中
間
教
室
に
通
え
な
い
子
は

責
任
を
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
　
人
件
費
が
前
年
度
か
ら
約
８
０

０
０
万
円
増
え
て
い
る
。
人
件
費
の

比
率
は
。
ま
た
、
☆

財
政
の
硬
直
化
が

心
配
で
は
。

Ａ
　
２１
・
５
％
で
す
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
必
要
な

経
費
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
全

て
を
同
時
に
進
め
る
と
全
て
が
中
途

半
端
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
精
査

し
、
事
業
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

討
　
論

賛
成
　
県
支
出
金
に
、
村
民
が
健
康

づ
く
り
に
積
極
的
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
金

が
あ
る
。
事
業
が
お
祭
り
に
終
わ
ら

な
い
よ
う
、
企
画
・
運
営
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

討
　
論

賛
成
　
全
国
の
町
村
議
会
で
な
り
手

不
足
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、

原
因
の
１
つ
に
報
酬
の
低
さ
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
現
状
子
育
て
世
代
が

議
員
を
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
。

そ
ん
な
中
、
報
酬
等
審
議
会
で
特
別

職
と
共
に
議
員
報
酬
ア
ッ
プ
の
答
申

を
い
た
だ
い
た
。
な
り
手
の
確
保
に

つ
な
が
れ
ば
と
思
う
。
今
後
も
、

我
々
は
住
民
の
期
待
に
応
え
、
更
に

精
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

採
決
　

　
全
員
賛
成
で
可
決

pick up

阿
智
村
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

pick up

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
予
算

pick up

令
和
６
年
度
阿
智
村
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

pick up

阿
智
村
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
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阿智村議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定

阿智村議会の議員の議員報酬御及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

政治資金規正法の改正を含めた再発防止に必要な措置を求める意見書の提出

上程された案件の議決結果
　

条　　例

財　　産

計　　画

村　　道

当初予算

補正予算

事務委託

阿智村犯罪被害者等支援条例の制定

阿智村課設置条例の一部を改正する条例の制定

阿智村特別職の職員で常勤の者等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

阿智村第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

阿智村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定

阿智村公の施設の指定管理者の指定の手続き等に関する条例の一部を改正する条例の制定

阿智村デイサービスセンター設置条例の一部を改正する条例の制定

阿智村特別養護老人ホーム設置条例の一部を改正する条例の制定

阿智村介護保険条例の一部を改正する条例の制定

阿智村介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係る基
準に関する条例の全部を改正する条例の制定

阿智村介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係
る基準に関する条例の全部を改正する条例の制定

阿智村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例の制定

阿智村指定居宅介護支援等の事業従事者及び運営並びに指定居宅介護支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の全部を改正する条例の制定

阿智村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定

財産の取得

阿智村辺地対策総合整備計画の変更

阿智村村道の廃止

阿智村村道の認定

令和６年度阿智村一般会計予算

令和６年度阿智村国民健康保険事業特別会計予算

令和６年度阿智村介護保険特別会計予算

令和６年度阿智村後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度阿智村水道事業会計予算

令和６年度阿智村下水道事業会計予算

令和５年度阿智村一般会計補正予算（第６号）

令和５年度阿智村国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度阿智村介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和５年度阿智村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和６年度航空写真撮影及び写真地図作成に関する事務の委託

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

議員発議案件の議決結果
条　　例

意 見 書

可　決

可　決

可　決
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委
託
料
か
。

Ａ
　
そ
の
通
り
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
こ
の
予
算
を
、
来
年
度
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
委

託
料
で
は
ど
ん
な
見
通
し
を
持
っ
て

い
る
か
。

Ａ
　☆
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
昼
神
空
間

で
す
。
今
年
利
用
者
が
減
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
施
設
を
有
効

利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
　
昼
神
温
泉
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
委
託
料
の
来
年
度
の
内
容

説
明
を
。

Ａ
　
来
年
度
は
、
昼
神
温
泉
の
将
来

構
想
の
事
業
計
画
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
温
泉
設
備
等
調
査
委
託
料
は
４０

万
円
で
ど
の
く
ら
い
の
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

Ａ
　
温
泉
に
特
化
し
た
調
査
団
体
は

日
本
に
一
つ
し
か
な
く
、
温
泉
中
央

温
泉
研
究
所
と
い
う
財
団
で
す
。
研

究
者
が
何
人
か
来
て
行
う
最
初
の
打

ち
合
わ
せ
と
調
査
に
大
体
４０
万
円
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
す
。

Ｑ
　
中
関
団
地
の
村
の
今
後
の
見
通

し
は
。

Ａ
　
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
あ

る
程
度
の
方
向
性
を
中
関
の
教
員
住

Ａ
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
っ
て
い

る
地
域
事
業
的
な
も
の
に
対
し
て
の

補
助
金
で
す
。

Ｑ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
監
理
委
託
と
は
。

Ａ
　
浪
合
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
外
壁
の

改
修
、
厨
房
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
、
第
二

幸
寿
苑
の
特
殊
浴
槽
の
入
れ
替
え
等
、

特
養
の
施
設
内
通
信
関
係
の
シ
ス
テ

ム
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
　
保
育
所
費
の
講
習
・
研
修
会
負

担
金
に
関
し
て
、
内
容
と
ど
ん
な
研

修
を
予
定
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
郡
・
県
の
保
育
協
会
に
払
う
負

担
金
に
な
り
ま
す
。
払
う
こ
と
で
、

各
種
講
習
の
案
内
が

き
ま
す
。
講
習
と
は

別
に
経
験
に
応
じ
た

研
修
も
行
き
ま
す
。

Ｑ
　
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金

３
８
２
１
万
３
千
円
が
全
て
積
み
立

て
に
な
っ
て
い
る
が
、
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

Ａ
　
一
度
基
金
に
積
み
立
て
、
３
１

１
８
万
２
千
円
を
活
用
し
ま
す
。
　

Ｑ
　
人
材
確
保
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。

Ａ
　
新
規
事
業
の
人
材
確
保
ア
プ
リ

で
、
委
託
料
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
顧
問
弁
護
士
委
託
料
の
３
７
９

万
円
は
、
白
山
工
業
団
地
に
関
わ
る

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特

別
会
計
、
水
道
・
下
水
道
両
事
業
会

計
の
各
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

【
歳
　
入
】

Ｑ
　
入
湯
税
が
、
前
年
度
比
較
で
７

５
５
万
円
増
え
た
要
因
は
。

Ａ
　
令
和
４
年
度
の
入
場
客
数
を
ベ

ー
ス
に
、
令
和
５
年
度
の
３
月
か
ら

１０
月
ま
で
の
入
場
客
者
の
比
率
が
、

１
０
７
％
と
の
こ
と
か
ら
、
算
出
を

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
使
用
料

が
５７
万
円
増
え
た
理
由
は
。

Ａ
　
加
入
が
、
昨
年
は
１
７
３
０
件
。

今
年
は
１
７
８
１
件
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

利
用
さ
れ
る
方
が
増
加
し

ま
し
た
。

Ｑ
　
市
町
村
森
林
整
備
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
県
の
森
林
税
か
。

Ａ
　
県
の
森
林
税
を
使
っ
た
森
林
整

備
の
補
助
事
業
で
す
。

Ｑ
　
土
地
売
り
払
い
収
入
の
内
容
は
。

Ａ
　
民
間
企
業
の
関
係
で
７
４
６
万

６
千
円
。
村
道
の
払
い
下
げ
の
関
係

で
７
４
０
万
円
。
丸
山
の
分
譲
地
の

関
係
で
３
５
０
万
円
で
す
。

Ｑ
　
☆

住
宅
債
の
☆

過
疎
対
策
事
業
債

と
、☆
教
育
債
の
過
疎
対
策
事
業
債
の

☆

充
当
率
及
び
☆

交
付
税
算
入
率
は
。

Ａ
　
住
宅
債
の
過
疎
対
策
事
業
債
で

は
充
当
率
は
１
０
０
%
、
交
付
税
算

入
率
は
７５
％
。
教
育
債
の
過
疎
対
策

事
業
債
で
は
充
当
率
は
１
０
０
%
、

交
付
税
算
入
率
は
７０
％
で
す
。

【
歳
　
出
】

Ｑ
　
一
般
管
理
費
が
、
前
年
度
に
比

べ
約
１
１
０
０
万
円
減
だ
が
、
理
由

は
。

Ａ
　
今
年
度
ま
で
県
へ
の
派
遣
職
員

の
人
件
費
を
総
務
費
で
１
人
分
支
出

を
し
て
い
た
が
、
来
年
度
か
ら
そ
の

派
遣
は
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
駒
場
線
運
行
補
助
金
に
つ
い
て
、

減
便
に
な
る
が
補
助
金
が
上
が
る
理

由
は
。

Ａ
　
物
価
、
燃
料
費
、
人
件
費
の
上

昇
と
な
り
、
信
南
交
通
の
赤
字
の
見

込
み
が
昨
年
よ
り
４
０
０
万
円
弱
増

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
も
み
じ
平
キ
ャ
ン
プ
場
改
修
工

事
に
関
し
て
、
指
定
管
理
だ
が
、
村

が
工
事
す
る
説
明
を
。

Ａ
　
大
規
模
な
改
修
で
あ
り
、
村
が

直
接
や
る
べ
き
も
の
で
す
。

Ｑ
　
運
動
公
園
周
辺
整
備
検
討
委
員

会
謝
金
に
関
連
し
て
、
Ｂ
地
区
は
浸

水
想
定
区
域
だ
が
、
☆

社
会
資
本
整

備
事
業
で
で
き
る
の
か
。

Ａ
　
交
付
金
の
要
綱
に
は
浸
水
想
定

区
域
は
対
象
外
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
問
題
な

い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
　
リ
ニ
ア
対
策
事
業
費
の
委
託
料

８
２
０
０
万
円
の
内
容
は
。

Ａ
　
水
環
境
調
査
で
３
１
０
万
円
。

清
内
路
の
発
生
土
置
場
の
概
略
設
計

で
２
０
０
万
円
。
旧
清
内
路
振
興
室

周
辺
の
詳
細
設
計
で
８
０
０
万
円
。

七
久
里
の
関
係
の
調
査
委
託
料
で
５

０
０
万
円
。
予
備
設
計
の
委
託
料
で
、

６
４
３
２
万
８
千
円
予
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
阿
智
村
社
会
福
祉
協
議
会
補
助

金
の
内
容
説
明
を
。

予
算
特
別
委
員
会
　

主
な
質
疑

一
般
会
計
予
算
、総
額
61
億
円

　
　
　
各
特
別
会
計
、水
道
事
業
会
計
、

　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
事
業
会
計
を
審
査
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審
査
結
果

　
委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

【
水
道
事
業
会
計
】

Ｑ
　
飯
伊
地
区
の
中
で
、
阿
智
村
の

水
道
料
金
は
高
い
か
安
い
か
。

Ａ
　
１４
市
町
村
中
１１
番
目
で
、
安
い

方
に
な
り
ま
す
。

審
査
結
果

　
委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

Ｑ
　
会
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
水
化

工
事
が
始
ま
る
が
、
こ
の
工
事
計
画

の
内
容
を
。

Ａ
　
２
年
計
画
で
、
令
和
６
年
度
は

河
川
か
ら
の
逆
流
防
止
の
ゲ
ー
ト
を

設
置
す
る
の
が
メ
イ
ン
の
工
事
で
す
。

７
年
度
は
、
建
物
の
浸
水
対
策
の
工

事
に
な
り
ま
す
。

審
査
結
果

　
委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

委
託
料
か
。

Ａ
　
そ
の
通
り
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
こ
の
予
算
を
、
来
年
度
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
委

託
料
で
は
ど
ん
な
見
通
し
を
持
っ
て

い
る
か
。

Ａ
　☆
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
昼
神
空
間

で
す
。
今
年
利
用
者
が
減
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
施
設
を
有
効

利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
　
昼
神
温
泉
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
委
託
料
の
来
年
度
の
内
容

説
明
を
。

Ａ
　
来
年
度
は
、
昼
神
温
泉
の
将
来

構
想
の
事
業
計
画
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
温
泉
設
備
等
調
査
委
託
料
は
４０

万
円
で
ど
の
く
ら
い
の
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

Ａ
　
温
泉
に
特
化
し
た
調
査
団
体
は

日
本
に
一
つ
し
か
な
く
、
温
泉
中
央

温
泉
研
究
所
と
い
う
財
団
で
す
。
研

究
者
が
何
人
か
来
て
行
う
最
初
の
打

ち
合
わ
せ
と
調
査
に
大
体
４０
万
円
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
す
。

Ｑ
　
中
関
団
地
の
村
の
今
後
の
見
通

し
は
。

Ａ
　
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
あ

る
程
度
の
方
向
性
を
中
関
の
教
員
住

宅
も
含
め
、
打
ち
出
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
消
防
団
員
健
診
委
託
料
は
、
消

防
団
員
を
対
象
に
し
て
ど
う
い
う
形

で
や
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
消
防
団
員
で
希
望
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
、
費
用
を
村
で
負
担
し
て
、

検
診
を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
非
常
食
の
予
算
が
減
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
６
年
度
は
ど
ん
な
も
の

を
購
入
す
る
か
。

Ａ
　☆
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
と
い
う
方
法

を
と
り
、
予
算
を
抑

え
て
い
ま
す
。
６
年

度
は
、
主
食
の
ア
ル
フ
ァ
米
、
副
菜

物
他
、
ゼ
リ
ー
タ
イ
プ
の
物
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
学
校
施
設
整
備
事
業
で
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
改
修
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
。

Ａ
　
第
一
小
学
校
で
は
階
段
の
修
繕

や
集
会
室
２
室
を
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
に
す
る
た
め
改
修
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

審
査
結
果

　
委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

主
な
質
疑

Ｑ
　
繰
入
金
の
☆

事
業
勘
定
繰
入
金

で
浪
合
分
清
内
路
分
は
あ
る
が
、
伍

和
分
が
な
い
が
。

Ａ
　
浪
合
と
清
内
路
は
、
僻
地
の
診

療
所
と
い
う
扱
い
で
、
事
業
勘
定
繰

入
金
が
出
て
い
ま
す
。
伍
和
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

審
査
結
果

　
委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

主
な
質
疑

Ｑ
　
委
託
料
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
１

３
３
万
円
は
何
の
シ
ス
テ
ム
か
。

Ａ
　
３
年
に
一
度
の
制
度
改
正
に
対

応
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
で
す
。

審
査
結
果

　
委
員
会
と
し
て
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

主
な
質
疑

Ｑ
　
広
域
連
合
納
付
金
に
関
し
て
ど

の
よ
う
な
広
域
連
合
か
。

Ａ
　
長
野
県
全
体
の
広
域
連
合
で

す
。

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
・
各
特

別
会
計
、
水
道
・
下
水
道
両
事
業
会

計
の
各
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

【
歳
　
入
】

Ｑ
　
入
湯
税
が
、
前
年
度
比
較
で
７

５
５
万
円
増
え
た
要
因
は
。

Ａ
　
令
和
４
年
度
の
入
場
客
数
を
ベ

ー
ス
に
、
令
和
５
年
度
の
３
月
か
ら

１０
月
ま
で
の
入
場
客
者
の
比
率
が
、

１
０
７
％
と
の
こ
と
か
ら
、
算
出
を

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
使
用
料

が
５７
万
円
増
え
た
理
由
は
。

Ａ
　
加
入
が
、
昨
年
は
１
７
３
０
件
。

今
年
は
１
７
８
１
件
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

利
用
さ
れ
る
方
が
増
加
し

ま
し
た
。

Ｑ
　
市
町
村
森
林
整
備
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
県
の
森
林
税
か
。

予算特別委員会

主
な
質
疑

主
な
質
疑



8あち「議会だより」No.118

保
護
に
関
す
る
法
律
が
準
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
の
改
正
で
す
。

阿
智
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
条
例
が
現
行
制
度
に
改
正
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
改
め
る
改
正
で
す
。

阿
智
村
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定　
右
に
同
じ
理
由
に
よ
る
改
正
で
す
。

意
見
　
改
正
漏
れ
に
気
づ
い
て
改
正

す
る
の
は
良
い
が
、
全
て
の
条
例
の

点
検
見
直
し
を
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
　
利
用
者
様
へ
の
影
響
は
な
か
っ

た
の
か
。

Ａ
　
実
際
は
現
行
の
介
護
保
険
法
の

自
己
負
担
額
で
対
応
し
て
い
た
の
で

利
用
者
様
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
望
　
改
正
さ
れ
る
べ
き
条
例
が
改

正
さ
れ
ず
、
長
年
放
置
さ
れ
て
い
る

事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
条
例
改
正

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
も
ら
い
た
い
。

阿
智
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
「
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
」
を
廃
止

し
、
「
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
」

を
新
た
に
設
置
す
る
改
正
で
す
。

阿
智
村
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
制
定

　
商
工
観
光
課
（
ま
ち
づ
く
り
企
画

係
・
観
光
係
・
商
工
係
）
を
、
商
工

観
光
課
（
観
光
係
・
商
工
係
）
に
改

め
、
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
（
リ
ニ
ア

整
備
対
策
係
）
を
廃
止
し
、
リ
ニ

ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
（
リ
ニ
ア
整
備

対
策
室
・
ま
ち
づ
く
り
企
画
係
）
を

新
た
に
設
置
す
る
改
正
で
す
。

　
改
正
趣
旨
は
、
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ

く
り
課
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
数
年

後
の
リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
自
動
車
道

開
通
を
見
据
え
、
産
業
の
振
興
と
定

住
へ
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
地
域
振
興
戦
略
を
リ
ニ
ア

整
備
に
お
け
る
諸
問
題
の
対
応
と
連

携
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
七
久
里
地
区
開
発
、
運
動

公
園
整
備
事
業
及
び
昼
神
温
泉
リ
ニ

ア
新
時
代
構
想
等
の
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
の
策
定
及
び
事
業
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
特
命
業
務
と
し
、
ま
ち
づ

く
り
企
画
係
の
分
掌
事
務
を
移
動
す

る
た
め
で
す
。

Ｑ
　
未
来
に
向
け
て
重
要
な
事
業
が

集
中
す
る
が
大
丈
夫
か
。

Ａ
　
ま
ち
づ
く
り
に
特
化
し
て
、
配

置
し
た
職
員
で
集
中
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

阿
智
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定

　
こ
の
条
例
は
犯
罪
被
害
者
等
基
本

法
に
基
づ
き
犯
罪
被
害
者
の
支
援
に

関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
犯
罪
被

害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
軽
減
及
び

回
復
を
図
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

Ｑ
　
支
援
を
行
う
の
は
ど
こ
か
。

Ａ
　
関
係
行
政
機
関
・
犯
罪
被
害
者

支
援
団
体
等
で
、
民
生
委
員
さ
ん
に

は
広
報
活
動
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き

き
た
い
で
す
。

阿
智
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
村
長
、
副
村

長
、
教
育
長
の
給
与
を
一
般
職
の
給

与
改
定
率
を
基
に
１．１
％
引
き
上
げ
ま

す
。

Ｑ
　
☆

報
酬
審
議
会
へ
の
諮
問
の
内

容
は
。

Ａ
　
現
在
の
給
与
が
適
正
で
あ
る
か
、

と
諮
問
し
ま
し
た
。

意
見
　
報
酬
審
議
会
で
の
答
申
を
ふ

ま
え
改
正
は
合
理
的
と
感
じ
る
。

阿
智
村
第
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
こ
の
改
正
は
、
２
号
会
計
年
度
任

用
職
員
（
旧
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
）
に

も
勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
に

す
る
条
例
改
正
で
す
。

Ｑ
　
該
当
人
数
と
支
払
わ
れ
る
勤
勉

手
当
の
総
額
は
。

総
務
常
任
委
員
会

Ａ
　
２
号
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

５９
人
。
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
は
、

総
額
約
２
３
０
０
万
円
で
す
。

意
見
　
法
律
改
正
で
の
支
給
で
あ
り

妥
当
で
あ
る
。

阿
智
村
第
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　
こ
の
改
正
は
、
１
号
会
計
年
度
任

用
職
員
（
旧
パ
ー
ト
職
員
）
に
も
勤

勉
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
条
例
改
正
で
す
。

Ｑ
　
１
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
人

数
と
支
払
わ
れ
る

勤
勉
手
当
の
総
額

は
。

Ａ
　
１
号
会
計
年
度
任
用
職
員
は
４８

人
。
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
は
、
総

額
約
１
７
０
０
万
円
で
す
。

Ｑ
　
支
給
の
条
件
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
６
か
月
を
超
え
て
勤
務
す
る
者

が
手
当
支
給
の
該
当
者
と
な
り
ま
す
。

阿
智
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
の
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
こ
の
改
正
は
阿
智
村
個
人
情
報
保

護
条
例
が
廃
止
さ
れ
、
個
人
情
報
の

産
業
の
振
興
と

定
住
へ
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

「
リ
ニ
ア・ま
ち
づ
く
り
課
」新
年
度
ス
タ
ー
ト
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保
護
に
関
す
る
法
律
が
準
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
の
改
正
で
す
。

阿
智
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
条
例
が
現
行
制
度
に
改
正
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
改
め
る
改
正
で
す
。

阿
智
村
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定　
右
に
同
じ
理
由
に
よ
る
改
正
で
す
。

意
見
　
改
正
漏
れ
に
気
づ
い
て
改
正

す
る
の
は
良
い
が
、
全
て
の
条
例
の

点
検
見
直
し
を
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
　
利
用
者
様
へ
の
影
響
は
な
か
っ

た
の
か
。

Ａ
　
実
際
は
現
行
の
介
護
保
険
法
の

自
己
負
担
額
で
対
応
し
て
い
た
の
で

利
用
者
様
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
望
　
改
正
さ
れ
る
べ
き
条
例
が
改

正
さ
れ
ず
、
長
年
放
置
さ
れ
て
い
る

事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
条
例
改
正

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
も
ら
い
た
い
。

阿
智
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
こ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に

伴
い
、
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料

に
係
る
所
得
段
階
及
び
保
険
料
の
年

額
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

Ｑ
　
保
険
料
の
段
階
を
、
低
所
得
者

は
値
上
げ
せ
ず
、
高
所
得
者
の
保
険

料
段
階
を
細
分
化
し
た
と
い
う
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
負

担
が
増
え
る
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

Ａ
　
住
民
の
皆
様
に

ご
負
担
し
て
い
た
だ

く
の
で
、
広
報
や
地

区
を
回
る
な
ど
説
明

を
丁
寧
に
お
こ
な
い

ま
す
。

阿
智
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定Ｑ
　
改
正
理
由
が
「
基
準
を
定
め
る

政
令
に
な
ら
い
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

金
額
は
政
令
で
定
め
る
額
か
。

Ａ
　
別
表
で
示
さ
れ
て
い
る
額
は
政

令
と
同
額
で
す
。

阿
智
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の

変
更

Ｑ
　
辺
地
地
域
は
ど
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
て
い
る
か
。

Ａ
　
面
積
と
人
口
が
基
準
と
な
り
、

加
え
て
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
、
病
院

や
郵
便
局
、
学
校
や
役
場
ま
で
の
距

離
な
ど
を
総
合
的
に
数
値
化
し
て
、

百
点
以
上
の
と
こ
ろ
が
辺
地
地
域
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
　
本
谷
・
園
原
辺
地
で
新
た
に
４

事
業
が
発
生
し
た
理
由
は
な
に
か
。

Ａ
　
橋
梁
点
検
を
５
年
サ
イ
ク
ル
で

行
っ
て
い
て
点
検
の
結
果
、
修
繕
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

阿
智
村
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の

公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
議
員
の
請
負
禁
止
の
範
囲
の
明

確
化
と
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

議
員
の
個
人
に
よ
る
請
負
の
状
況
の

透
明
性
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
条

例
制
定
で
す
。

阿
智
村
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
議
員
報
酬
を
一
般
職
の
給
与

改
定
率
を
基
に
１．１
％
の
引
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
に
て
可
決
要
綱

　阿
智
村
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

要
綱
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
要
綱
は
、
村
内
全
て
の
子
ど

も
及
び
そ
の
家
庭
と
妊
産
婦
等
を
対

象
に
、
児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
効

果
的
で
切
れ
目
の
な
い
一
体
的
な
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

阿
智
村
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

Ｑ
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
は
ど

の
よ
う
な
職
員
が
配
置
さ
れ
る
か
。

Ａ
　
セ
ン
タ
ー
長
・
統
括
支
援
員
・

保
健
師
・
こ
ど
も
家
庭
相
談
員
、
そ

の
他
必
要
な
職
員
を

配
置
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、

・
阿
智
村
雨
水
貯
留
槽
設
置
費
補
助

金
交
付
要
綱

・
阿
智
村
通
所
通
園
等
交
通
費
助
成

事
業
実
施
要
綱

・
阿
智
村
猫
繁
殖
制
限
手
術
費
補
助

金
交
付
要
綱

・
阿
智
村
海
外
語
学
研
修
事
業
実
施

要
綱

・
阿
智
村
職
員
の
懲
戒
処
分
等
の
指

針
に
関
す
る
要
綱
の
一
部
改
正

等
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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村
道
路
線
の
廃
止

　
こ
の
路
線
は
、
智
里
伏
谷
の
４
―

２
０
６
号
線
に
な
り
ま
す
。
中
央
道

に
掛
か
る
伏
谷
橋
が
昨
年
撤
去
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
一
部
通
行
不
能
と

な
っ
た
為
、
従
来
の
路
線
に
つ
い
て

は
、
一
旦
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
村
道
道
路
の
認
定

　
廃
止
さ
れ
た
従
来
の
４
―
２
０
６

号
線
に
つ
い
て
、
撤
去
さ
れ
た
伏
谷

橋
以
外
の
部
分
を
、
新
た
に
３
路
線

に
分
割
し
て
村
道
と
し
て
認
定
す
る

も
の
で
す
。
４
―
２
５
４
・
４
―
２

５
５
・
４
―
２
５
６
の
３
路
線
が
新

た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
奨
学
金
返
還
支
援
の

利
用
者
は
何
名
で
金
額
は
。

Ａ
　
１９
名
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金

額
は
、
２
２
７
万
６
千
円
で
す
。

Ｑ
　
☆

中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付

金
は
、
何
団
体
利
用
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
１９
団
体
で
す
。

Ｑ
　
春
の
災
害
で
村
単
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ
　
８
件
発
注
の
内
１
件
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
合
併
処
理
浄
化
槽
受
益
者
負
担

金
の
２
０
０
万
円
減
額
の
内
訳
は
。

Ａ
　
１
基
分
が
４０
万
円
で
５
基
分
の

減
で
す
。

き
れ
い
に
咲
く
花
桃
を
将
来
に
つ
な

ぐ
事
業
実
施
要
項
の
一
部
改
正

　
こ
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
要
項
に
定
め

る
対
象
箇
所
の
花
桃
が
、

成
長
し
剪
定
や
伐
採
作
業
に
費
用
が

多
く
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の

金
額
で
は
思
う
よ
う
に
整
備
で
き
ず

管
理
団
体
よ
り
要
望
が
だ
さ
れ
、
ま

た
、
地
元
住
民
か
ら
も
管
理
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
現
行
の

１０
万
円
を
２０
万
円
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

Ｑ
　
消
毒
の
委
託
の
考
え
は
。

Ａ
　
基
本
的
に
、
管
理
団
体
に
お
願

い
し
ま
す
。

阿
智
村
商
工
観
光
振
興
条
例
施
行
規

則
の
一
部
改
正

　
こ
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
選
択
型
経
営
者
保
証
非
提
供
制

度
に
よ
り
、
信
用
保
証
料
が
上
乗
せ

さ
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

企
業
が
お
金
を
借
り
る
と
き
に
、
保

証
人
等
を
付
け
る
訳
で
す
が
、
信
用

保
証
料
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
に
よ
り

経
営
者
の
保
証
を
不
要
と
す
る
こ
と

で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
視
察
報
告

　
ま
ち
づ
く
り
企
画
係
よ
り
令
和
５

年
６
月
２４
・
２５
日
と
山
口
県
長
門
湯

元
温
泉
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
川
の
両

岸
に
旅
館
が
あ
り
、
昼
神
温
泉
に
似

て
い
る
よ
う
で
す
。
「
組
織
を
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
住
民
と
の
合
意
形

成
を
ど
う
や
っ
て
進
め
た
か
等
、
参

考
に
な
る
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し

た
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
神

温
泉
の
将
来
構
想
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

村
道
路
線
の
廃
止
、
認
定
路
線
の
他

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
月
７
日
午
後
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

・
丸
山
分
譲
地
造
成
工
事

・
清
内
路
空
き
家
改
修
工
事

・
旧
清
内
路
振
興
室
解
体
予
定
地

・
智
里
西
地
区
の
土
砂
崩
落
現
場

・
園
原
の
登
山
用
ト
イ
レ
解
体
箇
所

・
園
原
の
登
山
道
入
口
手
す
り
取
り

　
付
け
予
定
箇
所

・
伏
谷
橋
撤
去
箇
所
　

・
３
路
線
の
認
定
箇
所

　
こ
れ
か
ら
も
現
地
視
察
は
行
っ
て

参
り
ま
す
。

撤去された伏谷橋跡

阿
智
村
村
道
路
線
廃
止

　
　
　
　
及
び
認
定
を
認
め
る
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令
和
６
年
度
の
主
な
事
業

　
行
政
よ
り
主
な
事
業
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
発
生
土
置
き
場
の
候
補
地
で
あ
っ

た
、
坊
主
沢
に
つ
い
て
取
り
下
げ
と

し
た
た
め
、
こ
の
予
定
搬
入
量
分
を

清
内
路
地
区
内
で
有
効
活
用
す
べ
く
、

候
補
地
の
調
査
検
討
を
行
う
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
の
候
補
地
の
一

つ
で
あ
っ
た
、
☆

赤
子
ヶ
淵
ま
で
の
村

道
の
拡
幅
改
良
工
事
に
着
手
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
村
事
業
と
し
て
行
う

が
、
終
了
後
は
Ｊ
Ｒ
負
担
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
に

つ
い
て
、
委
員
会
で

確
認
、
予
算
に
つ
い

て
は
予
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）　

　
今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
に
行
わ
れ
た
事
業
に
つ
い
て

の
実
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
村
道
１
│

２０
号
線
の
改
良
、
☆

洞
根

地
区
の
水
道
管
布
設
替
え
、
道
路
用

地
購
入
、
物
件
補
償
等
の
内
容
で
、

１
６
８
５
万
１
千
円
の
減
額
と
な
り

ま
す
。

　
七
久
里
開
発
事
業
に
つ
い
て

　
１
月
の
委
員
会
に
お
い
て
、
行
政

か
ら
次
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
七
久
里
開
発
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
千
載
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

取
り
組
み
た
い
。

一
、
飯
伊
地
区
に
お
け
る
、
リ
ニ
ア

関
連
工
事
か
ら
の
発
生
土
は
、
候
補

地
が
確
定
し
て
き
て
お
り
、
七
久
里

へ
の
搬
入
量
が
不
足
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
早
急
に
結
論
を
出
し
て

頂
き
た
い
と
の
連
絡
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
き

て
い
る
。

一
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
に
上
げ
て

あ
る
、
候
補
地
の
申
請
に
お
け
る
付

帯
条
件
「
発
生
土
の
搬
入
は
、
飯
伊

地
区
か
ら
の
も
の
と
し
、
南
木
曽

町
・
清
内
路
地
区
か
ら
の
も
の
は
受

け
付
け
な
い
」
と
の
考
え
方
を
変
更

し
た
い
。

　
こ
れ
ら
を
審
議
し

一
、
七
久
里
開
発
に

つ
い
て
は
、
将
来
を

見
す
え
、
関
係
者
等

と
の
協
議
に
入
る
こ
と
を
認
め
る
。

一
、
発
生
土
の
搬
入
先
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
の
考
え
方
を
大
き
く
変
更
す

る
こ
と
と
な
る
の
で
、
住
民
へ
の
説

明
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
了
解
す
る
。

と
致
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

　
２
月
の
委
員
会
に
は
、
更
に

一
、
七
久
里
の
埋
め
立
て
に
は
、
南

木
曽
町
か
ら
の
搬
入
が
必
要
。

一
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
、
飯
伊
の
発
生
土
埋

め
立
て
地
へ
も
南
木
曽
町
か
ら
の
運

搬
を
行
い
た
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

と
の
内
容
が
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
は
、

一
、
七
久
里
に
係
る
点
に
つ
い
て
は
、

村
の
責
任
に
お
い
て
き
ち
ん
と
説
明

し
意
見
を
募
る
こ
と
。

一
、
南
木
曽
町
か
ら
の
発
生
土
運
搬

に
よ
り
、
国
道
を
通
過
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
の
責
任
に
お
い
て

関
係
機
関
に
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ

と
を
求
め
、
今
後
の
交
渉
に
お
い
て

負
担
の
軽
減
に
努
め
る
こ
と
。

と
し
、
現
在
行
政
が
、
七
久
里
開
発

と
関
連
す
る
発
生
土
運
搬
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
や
自
治
会
へ
の
説
明
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
４
月
５
日
に
こ
れ
ら
の
結
果
を
聞

く
中
で
、
村
の
考
え
方
の
変
更
を
認

め
ま
し
た
。

七
久
里
開
発
に
必
要
な
リ
ニ
ア
工
事
発
生
土
に
つ
い
て
、

飯
伊
地
区
か
ら
は
不
足
の
た
め
南
木
曽
町
か
ら
搬
入
、

加
え
て
飯
伊
地
区
で
の
埋
め
立
て
地
へ
も
国
道
を
使
っ
て

運
搬
す
る
と
Ｊ
Ｒ
が
表
明
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浪
合
親
子
留
学
の
方
と
の
交
流

リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

唐
澤　

浩
平

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

田
中　

真
美

委
員　

吉
田　

哲
也　

熊
谷　

義
文

　
　
　

熊
谷　

恒
雄　

吉
村　

金
利

　

こ
れ
ま
で
の
経
過　

　
こ
れ
ま
で
に
、
令
和
５
年
８
月
下

旬
に
教
育
に
特
化
し
た
「
定
住
促
進
」

を
行
っ
て
い
る
根
羽
村
の
根
羽
学
園

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
令
和

５
年
１１
月
中
旬
飯
田
市
の
「
結
い
」

に
よ
る
移
住
定
住
推
進
と
関
係
人
口

創
出
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
実
際

に
移
住
者
が
営
業
し
て
い
る
お
店
で
、

飯
田
市
結
い
タ
ー
ン
移
住
定
住
推
進

課
の
担
当
者
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
２
月
６
日
に
浪
合
☆

親

子
留
学
の
方
と
の
交
流
会
を
行
い
、

保
護
者
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
聞
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ど
も

が
先
に
浪
合
を
気
に
入
っ
て
親
子
留

学
を
決
め
た
方
も
い
れ
ば
、
親
が
浪

合
を
気
に
入
っ
て
こ
ど
も
を
連
れ
て

こ
ら
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

●
阿
智
村
を
選
ん
だ
決
め
手
に
つ
い

て
は
、

・
自
然
の
良
さ
、
温
泉
と
ス
キ
ー
場

　
が
近
く
に
あ
る
こ
と
。

・
通
学
が
徒
歩
で
行
け
る
。

・
「
都
合
の
い
い
情
報
を
発
信
す
る

　
よ
り
も
実
際
の
生
活
を
見
て
も
ら

　
う
こ
と
が
一
番
」
と
地
元
自
治
会

　
の
対
応
も
良
か
っ
た
。

・
相
談
時
の
受
け
入
れ
担
当
者
の
対

　
応
が
よ
か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
決

　
め
手
。

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
改
め
て
ア
テ

ン
ド
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
実
際
に
生
活
し
て
み
て
気
づ
い
た

こ
と
は
、

・
住
民
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
、
温
か

　
さ
。

・
自
分
で
野
菜
が
作
れ
る
こ
と
。

・
食
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と
。

・
住
宅
が
安
い
。

・
意
外
と
細
か
な
仕
事
が
あ
る
こ
と

　
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
溶
け
込
む

　
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
一
方
、
地
域
の
中
に
中
学
校
が
な

い
の
で
小
学
校
卒
業
が
親
子
留
学
を

政
策
検
討
委
員
会

終
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
村
に
対
し
て
、
議
会
に
対
し
て
の

提
案
で
は
、
自
然
の
良
さ
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
優
し
さ
、
温
か
さ
な
ど
、

と
て
も
魅
力
的
な
村
な
の
で
も
っ
と

発
信
を
し
て
く
だ
さ
い
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
の
情
報
で
選
ば
れ
る
方
が

多
い
の
で
魅
力
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　
親
子
留
学
で
は
年
に
数
回
保
護
者

が
来
訪
す
る
際
の
交
通
費
の
補
助
が

あ
る
と
い
い
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み

　
６
月
の
提
言
に
向
け
今
迄
の
成
果

も
あ
わ
せ
今
後
チ
ー
ム
で
練
っ
て
参

り
ま
す
。

「
阿
智
村
人
口
課
題
」
分
科
会
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リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

井
原　

敏
喜

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

佐
々
木
幸
仁

委
員　

大
嶋　

正
男　

小
林　

義
勝

　
　
　

井
原　

光
子　

櫻
井　

久
江

　

こ
れ
ま
で
の
経
過　

　
昨
年
１１
月
２９
日
、
保
養
セ
ン
タ
ー

の
役
員
の
皆
さ
ん
と
懇
談
会
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
確
認
等
を
含

め
、
２
月
７
日
、
村
と
保
養
セ
ン
タ

ー
の
「
宿
泊
施
設
の
存
続
に
つ
い

て
」
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会
の
数
日
前
に
、

村
か
ら
は
、
『
議
会
か
ら
の
保
養
セ

ン
タ
ー
の
宿
泊
施
設
の
存
続
に
つ
い

て
の
提
言
は
、
重
く
受
け
止
め
、
村

民
の
意
見
を
聞
く
中
、
方
向
性
を
出

し
ま
す
。
村
政
懇
談
会
で
鶴
巻
荘
に

つ
い
て
は
解
体
し
、
新
た
な
☆

ラ
ン

ド
マ
ー
ク
施
設
に
そ
の
機
能
を
移
し

た
い
。
宿
泊
機
能
は
設
け
な
い
計
画

で
い
き
た
い
。
新
た
に
宿
泊
施
設
が

必
要
か
ど
う
か
聞
き
た

い
』
と
の
返
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
分
科
会
と
の
意
見
交
換

会
後
も
、
村
は
、
『
保
養

セ
ン
タ
ー
に
は
宿
泊
機
能

は
設
け
な
い
計
画
で
い
き

た
い
』
と
の
方
針
は
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
状

は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
施
設

等
の
概
要
が
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

将
来
構
想
の
計
画
が
具
体

的
に
な
っ
て
く
る
中
で
、

村
民
の
意
見
を
聞
き
、

「
宿
泊
施
設
の
存
続
」
の

議
論
を
深
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
村
に
、
宿
泊
施
設

の
存
続
の
再
考
を
提
案
し
、
終
了
し

ま
し
た
。

　
過
日
行
わ
れ
た
村
政
懇
談
会
で
は

１
、
村
の
意
見
の
問
い
方
に
疑
問
を

　
持
つ
声

２
、
意
見
の
聞
き
方
の
方
法

３
、
宿
泊
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ

　
ッ
ト
を
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
、
村
の
姿
勢
に
不
安
と
の
声
が
、

多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み

　
分
科
会
と
し
て
の
提
言
は
、
ま
と

め
上
げ
村
に
提
出
を
終
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
分
科
会
と
し

て
は
、
村
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
持

ち
「
保
養
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
施
設
の

存
続
に
つ
い
て
」
調
査
研
究
を
進
め

る
予
定
で
す
。

政策検討委員会

「
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
」
分
科
会
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１
月
２２
日
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
意
見
交
換
や
協
議
を
行
い
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。

議
員
報
酬
に
つ
い
て

　
１
月
に
行
っ
た
会
議
で
、
現
在
の

報
酬
額
が
適
正
な
の
か
を
、
議
員
同

士
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
「
阿
智

村
に
は
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
が
あ

る
の
で
、
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
自

分
た
ち
で
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

若
い
人
が
議
会
に
出
や
す
く
す
る
た

め
に
は
、
今
の
報
酬
で
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
本
業
で
議
員
と

な
る
と
、
国
民
年
金
加
入
に
な
る
こ

と
等
も
議
員
に
な
ろ
う
と
い
う
思
い

を
後
退
さ
せ
る
要
因
で
は
な
い
か
」

と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。「
個
々

議
員
と
し
て
の
活
動
内
容
・
責
務
や

時
間
を
精
査
し
報
酬
の
妥
当
性
を
見

直
し
て
み
て
は
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
全
国

的
に
見
る
と
長
野

県
の
地
方
議
員
の
報
酬
額
は
低
い
方

に
な
り
ま
す
。
近
年
で
は
議
員
の
な

り
手
不
足
、
選
挙
で
の
定
数
割
れ
等

の
問
題
が
近
隣
で
も
お
こ
っ
て
い
ま

す
。
若
者
が
議
員
活
動
で
き
る
よ
う

に
年
齢
で
報
酬
額
を
決
め
て
い
る
地

方
議
会
も
あ
り
ま
す
が
、
批
判
も
多

い
と
聞
き
ま
す
。

　
な
お
、
直
近
の
阿
智
村
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
か
ら
は
、
今
後
の
人
口

減
の
中
で
の
議
員
定
数
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
と
と
も
に
、

若
年
層
の
村
政
参
加
を
促
す
為
、
議

員
報
酬
の
底
上
げ
を
示
す
答
申
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
１
月
の
会

議
で
協
議
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

今
の
阿
智
村
議
会
の
現
状
で
は
、
自

治
会
を
は
じ
め
地
区
住
民
の
声
を
聴

き
、
村
が
提
案
す
る
政
策
に
反
映
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
議
会
と
し
て
の

政
策
立
案
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
６
千
人
規
模
の
村
で

は
あ
り
ま
す
が
、
合
併
を
重
ね
て
き

た
村
と
し
て
地
理
的
に
離
れ
て
い
た

り
、
産
業
構
造
も
多
様
で
あ
る
こ
と
、

人
口
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
か
ら
と
い
っ

て
人
々
の
く
ら
し
の
悩
み
や
課
題
の

種
類
が
少
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
今
の
定

数
（
１２
名
）
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
現
在
の
議
会
組
織
は
「
総

務
常
任
委
員
会
」
と
「
産
業
建
設
常

任
委
員
会
」
な
ら
び
に
「
議
会
政
策

検
討
委
員
会
」
の
３
つ
の
常
任
委
員

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
予

算
、
決
算
時
に
組
織
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
特
別
委
員
会
と
、
リ
ニ
ア
新
幹
線

工
事
に
対
応
す
る
「
リ
ニ
ア
特
別
委

員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
他
に
、
議
会
の
あ
り
方
を
不
断
に

研
究
す
る
「
議
会
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
、
議
会
活
動
の
広
報
を
行
う

た
め
の
「
広
報
委
員
会
」
が
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
　

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
以
前
飯
綱
町
へ
の
研
修
報
告
で
も

触
れ
た
☆

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に

つ
い
て
、
阿
智
村
議
会
で
ど
の
よ
う

に
生
か
す
か
検
討
し
ま
し
た
。
飯
綱

町
で
は
議
会
が
地
域
住
民
か
ら
委
員

を
募
集
し
、
課
題
に
つ
い
て
共
に
協

議
し
政
策
提
言
を
練
り
上
げ
る
活
動

と
し
て
こ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
政

策
提
言
と
い
う
こ
と
で
は
阿
智
村
議

会
の
「
政
策
検
討
委
員
会
」
と
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
一
番
の
違
い
は
地
域

の
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
政

策
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
阿
智
村
で
こ
の
制
度
を
立
ち
上
げ

る
に
は
、
制
度
の
条
例
や
実
施
要
項

な
ど
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
あ
り
方
研
究
会
で

の
一
つ
の
課
題
で
す
。
一
方
、
阿
智

村
に
は
「
村
づ
く
り
委
員
会
」
と
い

う
も
の
が
す
で
に
あ
り
、
活
発
に
村

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
住
民
グ
ル

ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
う
い

う
方
々
と
、
議
会
政
策
検
討
委
員
会

が
積
極
的
に
接
点
を
持
つ
中
で
、
住

民
と
の
協
働
の
政
策
提
言
づ
く
り
を

し
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
は
、

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

（
大
嶋
　
正
男
）

議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
報
告
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問
　
園
原
イ
ン
タ
ー
線
で
土
砂

崩
落
が
あ
り
智
里
西
地
区
が
孤

立
し
た
。
☆

園
原
清
内
路
線
が

う
回
路
と
な
っ
た
が
、
急
こ
う

配
で
道
が
細
い
。
道
路
改
良
が

必
要
だ
と
思
う
が
考
え
は
。

村
長
　
う
回
路
と
し
て
非
常
に

重
要
な
道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
に
整
備
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
他
地
区
で
も
孤
立
す
る
恐

れ
の
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

う
回
路
等
の
見
直
し
は
す
る
か
。

村
長
　
１
本
の
う
回
路
だ
け
で

は
心
も
と
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
２
本
３
本
確
保
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
災
害
時
の
要
支
援
者
等
へ

の
支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

原
民
生
課
長
　
医
療
的
な
処
置

が
必
要
な
方
の
リ
ス
ト
が
あ
り
、

特
に
避
難
が
難
し
い
人
に
は
個

別
避
難
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。

問
　
個
別
避
難
計
画
は
ど
こ
ま

で
で
き
て
い
る
の
か
。

民
生
課
長
　
１５
人
の
計
画
を
作

っ
て
い
ま
す
が
、
机
上
で
の
計

画
で
す
の
で
、
今
後
周
囲
の
方

に
も
協
力
い
た
だ
き
、
訓
練
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
後
、
☆

地
域
防
災
力
を

ど
う
強
化
し
て
い
く
か
。

村
長
　
智
里
西
の
災
害
や
能
登

半
島
の
地
震
で
、
地
域
防
災
力

の
重
要
さ
は
身
に
染
み
て
感
じ

ま
し
た
。
他
団
体
と
の
協
定
や

☆

自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代

構
想
の
中
で
の
保
養
セ
ン
タ
ー

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
住
民
懇

談
会
で
意
見
を
聞
い
た
結
果
は
。

熊
谷
商
工
観
光
課
長
　
詳
細
な

計
画
が
な
い
と
意
見
が
出
せ
な

い
や
、
説
明
会
を
行
っ
て
ほ
し

い
、
村
で
宿
泊
施
設
を
運
営
す

る
必
要
は
な
い
な
ど
色
々
な
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
全
て
の
懇
談
会
で
意
見
徴

収
を
し
て
お
ら
ず
、
不
公
平
感

が
あ
る
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
懇
談
会
に
出
席
さ
れ
て

い
な
い
方
も
い
る
の
で
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で
意
見
を

い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

問
　
保
養
セ
ン
タ
ー
は
今
の
規

模
で
残
す
べ
き
と
思
う
が
。

村
長
　
昼
神
温
泉
の
情
報
発
信

の
中
心
的
な
存
在
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
元
一
写
真
継

承
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

大
下
協
働
活
動
推
進
課
長
　
村

に
寄
贈
さ
れ
た
写
真
の
保
管
、

デ
ー
タ
化
、
写
真
・
動
画
の
貸

出
、
元
一
館
の
運
営
、
写
真
賞

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
情
報
発
信
や
元
一
館
の

運
営
を
担
っ
て
き
た
保
存
会
メ

ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
課
題
で
す
。

問
　
元
一
館
は
観
光
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
で
観
光
振
興
の
施
設

で
あ
る
。
村
の
捉
え
は
。

熊
谷
商
工
観
光
課
長
　
観
光
セ

ン
タ
ー
の
運
営
費
は
観
光
か
ら

支
出
さ
れ
、
阿
智
開
発
公
社
が

運
営
し
て
い
ま
す
。
元
一
館
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
協
働
活
動
推

進
課
が
担
っ
て
お
り
、
観
光
施

設
の
中
に
元
一
館
が
あ
る
と
い

う
考
え
で
す
。

問
　
写
真
継
承
の
拠
点
と
し
て

の
元
一
館
は
必
要
と
考
え
る
か
。

村
長
　
村
民
だ
け
で
な
く
観
光

客
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

温
泉
郷
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
に
つ
い

て
は
全
村
博
や
昼
神
将
来
構
想

と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

写
真
継
承
の
拠
点
と
し
て
し
っ

か
り
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
学
校
教
育
の
教
材
で
元
一

写
真
を
活
用
で
き
な
い
か
。

黒
柳
教
育
長
　
こ
れ
ま
で
学
校

教
育
で
の
活
用
に
つ
い
て
考
え

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、

ふ
る
さ
と
学
習
の
中
で
扱
う
こ

と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

問
　
元
一
写
真
の
評
価
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
地
域
の

記
録
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
も

の
で
す
。
静
岡
大
学
矢
野
教
授

は
「
世
界
記
憶
遺
産
」
へ
の
登

録
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
村

で
の
暮
ら
し
や
地
域
の
あ
り
方

を
見
つ
め
な
お
し
、
未
来
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
写
真

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
元
一
写
真
を
継
承
し
、
明

確
な
目
的
を
持
っ
て
元
一
館
の

運
営
を
担
っ
て
い
く
組
織
が
必

要
で
は
な
い
か
。

村
長
　
こ
れ
ま
で
の
組
織
を
整

理
し
、
今
後
の
担
い
手
育
成
と

し
て
写
真
の
継
承
に
つ
い
て
幅

広
い
年
代
の
人
が
関
わ
っ
て
い

く
組
織
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

元一写真継承の拠点として元一館は必要か
拠点施設として必要だと思っています

今後、地域防災力をどう強化していくか
自主防災組織の強化に取り組んでいきたいと思います

今
年
３
月
〜
４
月
に
飯
田
市
と
阿
智
村

で
開
催
さ
れ
た
元
一
写
真
展
チ
ラ
シ

櫻
井
久
江

田
中
真
美
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問
　
４
月
よ
り
運
営
開
始
予
定

の
阿
智
村
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
運
営
と
人
員
配
置
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か

伺
い
ま
す
。

黒
柳
教
育
長
　
子
育
て
に
関
す

る
全
て
の
情
報
や
、
何
ら
か
の

支
援
が
う
け
ら
れ
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
拠
点
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー

業
務
に
必
要
な
資
格
や
経
験
を

有
す
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
相
談
や
年
齢
に
合
わ
せ
た

専
門
的
な
対
応
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
本
年
度
よ
り
保
健
師
・

相
談
員
・
事
務
担
当
の
３
名
配

置
し
て
、
１３
名
の
人
員
配
置
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
一
番
大
事
な
こ
と
は
こ
ど

も
主
体
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
。
不
登
校

の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長
　
不
登
校
に
つ
い
て
、

一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

学
び
の
場
の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
誰

も
が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ

く
り
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

問
　
七
久
里
開
発
に
つ
い
て
、

予
定
地
の
液
状
化
が
す
ご
く
心

配
で
す
。
今
後
の
予
定
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

塩
澤
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
長
　

過
去
の
Ｊ
Ｒ
の
調
査
の
結
果
で

湧
水
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た
対
策

を
と
る
こ
と
で
盛
り
土
も
で
き

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
２
５
６
号
線
を
利
用
し
た

リ
ニ
ア
発
生
土
運
搬
に
つ
い
て
、

沿
線
住
民
の
皆
様
へ
の
安
全
安

心
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い

く
の
か
。

村
長
　
平
成
２７
年
度
☆

社
会
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
当
時
何
も
決
ま
っ
て
い
な

い
中
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
し
た
。
観
光
客
へ
の
ス
ト
レ

ス
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
Ｊ
Ｒ
東

海
に
は
協
定
を
結
ぶ
な
ど
し
て

い
く
こ
と
が
最
善
か
と
思
い
ま

す
。

問
　
阿
智
村
の
農
産
物
特
産
化

事
業
の
将
来
展
望
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
と
う
も
ろ
こ
し
、
ミ
ョ

ウ
ガ
、
大
豆
は
阿
智
村
の
主
力

で
、
そ
こ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
。
乾
燥
と
う
も
ろ
こ
し

や
清
内
路
か
ぼ
ち
ゃ
の
ビ
ー
ル

へ
の
取
り
組
み
等
加
工
食
品
の

６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
、
販

売
ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
が
大

事
。
人
手
不
足
に
つ
い
て
は
マ

ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
開
設
し
、

省
力
化
に
よ
り
利
益
確
保
が
で

き
る
農
業
シ
ス
テ
ム
に
乗
せ
た

い
。
こ
れ
ら
を
特
産
化
の
将
来

展
望
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
阿
智
村
指
定
管
理
者
制
度

と
は
何
な
の
か
。

山
口
総
務
課
長
　
議
会
の
議
決

が
必
要
で
す
。
村
で
は
管
理
者

と
協
定
を
締
結
し
設
置
目
的
に

沿
っ
て
適
切
な
施
設
運
営
、
管

理
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

問
　
数
あ
る
指
定
管
理
施
設
の

う
ち
で
そ
の
施
設
を
活
用
し
委

託
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
は
。

総
務
課
長
　
唯
一
山
村
留
学
推

進
事
業
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
村
の
事
業
と
し
て

位
置
づ
け
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

必
要
経
費
を
委
託
料
で
払
っ
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
自
然
園
、

も
み
じ
平
の
指
定
管
理
は
草
刈

り
等
の
環
境
整
備
に
委
託
料
を

充
て
て
お
り
事
業
の
委
託
料
と

は
意
味
合
い
が
違
い
ま
す
。

問
　
こ
の
事
業
は
予
算
委
員
会

で
委
託
料
１
１
０
０
万
円
人
件

費
に
充
て
ら
れ
る
と
知
っ
た
が
、

事
業
計
画
資
料
に
は
掲
載
が
な

か
っ
た
理
由
は
。

川
上
教
育
次
長
　
数
あ
る
事
業

す
べ
て
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

新
規
・
拡
大
事
業
中
心
で
継
続

事
業
は
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
対
策
に
お
い
て
、

村
は
こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
た
い
か
。

村
長
　
浪
合
地
区
過
疎
対
策
と

し
て
児
童
生
徒
の
確
保
の
た
め

に
行
わ
れ
て
き
て
、
歴
史
も
あ

り
効
果
を
上
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
人
口
対
策
に
も
貴
重

な
財
産
と
思
っ
て
い
ま
す
。

要
望
　
持
続
可
能
な
村
で
あ
る

た
め
に
、
村
民
に
は
各
事
業
の

委
託
料
や
支
援
金
の
使
い
道
は

正
確
に
説
明
し
明
朗
な
村
政
を

今
後
も
お
願
い
し
た
い
。

現主力農産物のアピール。６次産業化、人手不足対応への取り組みをしたい

山村留学推進事業は村の事業として位置づけ、ＮＰＯ法人へ委託している

農産物の特産品について

阿智村指定管理での委託事業について

阿智村こども家庭センターの運営について
ワンストップの拠点として地域に定着した運営を行っていきます

大
嶋
正
男

吉
村
金
利
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問
　
阿
智
村
の
耐
震
化
の
現
状

と
課
題
は
何
か
。

山
口
総
務
課
長
　
村
で
は
、
令

和
３
年
に
策
定
し
た
耐
震
改
修

計
画
を
今
年
度
当
初
、
令
和
５

年
４
月
に
見
直
し
を
か
け
、
村

内
の
既
存
建
物
の
耐
震
診
断
と

そ
の
結
果
に
基
づ
く
耐
震
改
修

を
促
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
数
字
的
に

は
８
割
以
上
の
耐
震
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
資
金
の
問
題
で

あ
っ
た
り
、
信
頼
で
き
る
事
業

者
が
わ
か
ら
な
い
と
か
の
情
報

不
足
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
　
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
の
棟
数
が
４
２
０
戸
あ
る
よ

う
だ
が
、
耐
震
化
の
促
進
の
考

え
は
。

総
務
課
長
　
所
有
者
に
は
、
自

ら
の
問
題
と
捉
え
、
自
助
努
力

に
よ
り
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
住
宅
で
の
２
０
５
０
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
て
の
考
え
は
。

櫻
井
環
境
課
長
　
一
口
に
「
Ｃ

Ｏ
２

削
減
」
と
言
い
ま
し
て
も
、

使
う
側
と
し
て
各
家
庭
や
企
業

で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
や
、
製

造
、
供
給
す
る
側
で
の
取
り
組

み
な
ど
、
多
方
面
か
ら
総
合
的

に
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

問
　
個
人
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
考
え
は
。

環
境
課
長
　
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
み

な
ら
ず
、
防
災
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
需
要
が
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
蓄
電
池
設
置
の
支

援
な
ど
も
今
後
の
検
討
事
項
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
が
管
理
す
る
公
営
住
宅

で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
考
え
は
。

大
下
協
働
活
動
推
進
課
長
　
設

計
の
段
階
か
ら
、
環
境
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
配

慮
い
た
だ
い
て
事
業
を
進
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
建
設
費
が

高
額
に
な
る
こ
と
で
、
家
賃
等

へ
の
影
響
が
出
て
し
ま
う
た
め
、

お
こ
な
う
対
策
に
つ
い
て
は
可

能
な
範
囲
で
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税

収
の
状
況
は
。

山
口
総
務
課
長
　
令
和
元
年
度

か
ら
３
年
間
は
約
３
千
万
円
、

令
和
４
年
度
は
約
４
７
０
０
万

円
で
令
和
５
年
度
、
３
月
１９
日

現
在
、
７
千
万
円
を
超
え
ま
し

た
。
担
当
課
の
取
り
組
み
と
し

て
、
返
礼
品
の
紹
介
サ
イ
ト
を

効
果
的
に
利
用
し
た
成
果
と
考

え
ま
す
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果
と

し
て
税
収
と
共
に
返
礼
品
開
発

に
よ
る
基
盤
産
業
の
活
性
化
を

期
待
す
る
が
。

総
務
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
財
源
の
充
当
先
と
し
て
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
開
発
や
関
連

産
業
の
活
性
化
へ
の
財
源
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の

方
策
と
考
え
ま
す
。

問
　
☆

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

事
業
〔
農
業
と
林
業
の
連
携
〕

最
終
年
を
迎
え
る
今
、
今
後
の

展
望
は
。

村
長
　
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
継

続
ま
た
は
新
た
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
阿
智
村
独
自
の
栽
培
モ

デ
ル
と
し
て
養
液
栽
培
や
冬
場

の
農
業
、
直
売
所
な
ど
利
益
を

増
や
す
方
策
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
林
業
に
就
い
て
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
に
よ
る
森
林
経
営

管
理
事
業
に
よ
り
大
量
に
発
生

す
る
木
材
を
活
用
す
る
こ
と
で

事
業
を
拡
大
し
、
若
い
世
代
の

雇
用
促
進
、
担
い
手
の
育
成
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

問
　
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
の

予
定
は
。

村
長
　
今
後
、
公
共
施
設
や
民

間
の
施
設
で
薪
を
燃
料
と
し
て

利
用
す
る
大
口
の
需
要
が
で
き
、

供
給
の
し
く
み
な
ど
の
サ
イ
ク

ル
が
で
き
る
と
判
断
し
た
時
に

建
設
を
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
信
州
や
ま
ほ
い
く
と
は
。

黒
柳
教
育
長
　
「
信
州
や
ま
ほ

い
く
」
は
、
信
州
の
豊
か
な
自

然
環
境
と
多
様
な
地
域
資
源
を

活
用
し
た
屋
外
を
中
心
と
す
る

様
々
な
体
験
活
動
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
保
育
、
幼
児
教
育

で
す
。
多
様
な
自
然
や
地
域
の

環
境
を
生
か
し
た
活
動
を
通
し

て
、
知
的
好
奇
心
や
感
性
を
豊

か
に
し
、
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
自
尊
心
や
自

己
肯
定
感
の
向
上
等
を
期
待
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

阿智村の耐震化率と診断されていない棟数は
村の耐震化率は81.5％です。未診断戸数は420戸です

長野県の認定を受けることで、　　　　　　　　　　　　　　
特色ある保育に注目する県内外からの移住者増をねらいます！

令和６年度新規事業
村内保育園への「信州やまほいく」の導入の目的は・・・？

唐
澤
浩
平

熊
谷
恒
雄
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問
　
リ
ニ
ア
発
生
土
の
七
久
里

利
用
に
つ
い
て
「
南
木
曽
と
清

内
路
の
土
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
」
と
県
に
申
請
し
た
の
か
。

村
長
　
令
和
２
年
に
そ
の
よ
う

に
申
請
し
ま
し
た
。

問
　
こ
の
条
件
を
撤
廃
し
な
い

と
、
七
久
里
の
埋
め
土
は
で
き

な
い
の
か
。

村
長
　
担
当
同
士
で
情
報
交
換

し
て
い
ま
す
。
発
生
土
が
な
け

れ
ば
事
業
は
断
念
し
ま
す
。

問
　
発
生
土
が
国
道
を
通
過
す

る
事
に
つ
い
て
、
村
の
説
明
で

地
域
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

話
を
整
理
し
て
、
情
報
を
正
し

く
、
公
平
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
べ
き
だ
。

村
長
　
混
乱
を
招
い
て
い
る
事

は
事
実
で
す
。
整
理
し
て
説
明

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
新
年
度
で
の
七
久
里
地
区

の
調
査
の
内
容
は
。

塩
澤
リ
ニ
ア
整
備
対
策
室
長
　

地
質
・
湧
水
・
環
境
調
査
等
で
す
。

問
　
運
動
公
園
、
Ｂ
地
区
は

「
危
険
だ
」
と
い
う
声
が
庁
内

に
も
あ
る
。
庁
内
議
論
が
不
突

合
だ
。
自
己
矛
盾
で
は
な
い
か
。

村
長
　
Ｂ
地
区
は
危
険
区
域
が

明
白
な
の
で
、
協
議
し
ま
す
。

問
　
検
討
委
員
会
は
、
ス
ポ
ー

ツ
面
で
の
委
員
会
と
、
子
育
て

世
代
の
委
員
会
の
「
二
建
て
」

に
し
て
協
議
す
る
こ
と
は
ど
う

か
。

村
長
　
有
難
い
提
案
で
す
。
母

親
の
皆
様
か
ら
も
幅
広
く
、
十

分
意
見
を
聞
い
て
考
え
て
い
き

ま
す
。

問
　
昼
神
の
村
有
施
設
の
代
替

案
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長
　
法
事
等
の
宴
会
が
で
き

る
保
養
施
設
は
造
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
　
宿
泊
付
き
の
公
営
保
養
セ

ン
タ
ー
を
存
続
さ
せ
る
考
え
は
。

村
長
　
皆
さ
ん
の
声
を
聴
い
て

判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
現
在
の
鶴
巻
と
の
契
約
が

一
年
後
に
切
れ
る
。
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

村
長
　
村
の
具
体
的
計
画
が
決

ま
る
ま
で
は
営
業
し
て
も
ら
う

こ
と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
そ
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
に

現
経
営
者
に
伝
え
る
の
か
。

村
長
　
今
年
度
中
に
伝
え
ま
す
。

問
　
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

向
け
、
商
工
団
体
に
方
向
性
を

示
し
た
か
。

村
長
　
商
工
団
体
と
の
懇
談
会

は
、
例
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

商
工
団
体
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、

リ
ニ
ア
残
土
を
活
用
し
た
七
久

里
埋
立
に
よ
る
工
業
団
地
化
、

人
手
不
足
対
策
と
し
て
、
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
立
上
げ
他
、
村

の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

問
　
懇
談
会
出
席
者
の
受
け
取

り
方
の
違
い
に
つ
い
て
は
。
　

村
長
　
一
人
一
人
に
発
言
を
頂

き
、
村
の
考
え
を
認
識
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問
　
商
工
業
振
興
の
た
め
、
一

緒
に
な
り
取
り
組
み
、
関
係
者

に
周
知
し
て
い
く
必
要
あ
り
、

説
明
資
料
等
頂
き
た
い
。

村
長
　
商
工
会
に
は
、
議
事
録
、

行
政
に
は
メ
モ
が
残
っ
て
い
る

た
め
、
内
容
確
認
は
可
能
で
す
。

問
　
定
住
人
口
確
保
に
不
可
欠

な
、
転
入
・
転
出
理
由
等
、
デ

ー
タ
把
握
が
で
き
て
い
る
の
か
。

大
下
協
働
活
動
推
進
課
長
　
役

場
窓
口
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

置
き
、
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

転
出
入
理
由
の
多
い
傾
向
と
し

て
、
仕
事
、
結
婚
・
子
育
て
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
数
値
、
デ
ー
タ
を
活
か
し

た
定
住
人
口
確
保
施
策
に
な
っ

て
い
な
い
の
で
は
、
継
続
す
る

生
業
が
で
き
る
場
づ
く
り
が
必

要
で
は
。

村
長
　
デ
ー
タ
活
用
は
村
政
運

営
全
て
に
必
要
、
デ
ー
タ
を
活

か
し
、
観
光
、
農
業
、
企
業
等

の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
企
業
関
係
者
か
ら
、
懇
談

し
て
も
、
そ
の
場
限
り
の
議
論

で
終
わ
る
た
め
、
要
望
等
諦
め

て
い
る
と
の
企
業
側
の
見
方
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

村
長
　
企
業
側
の
意
見
は
聞
い

て
い
ま
す
。
商
工
会
に
は
色
々

な
組
織
が
あ
り
、
都
度
出
席
し

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

問
　
行
政
の
果
た
す
役
割
は
、

仕
掛
け
づ
く
り
で
は
。

村
長
　
共
助
に
つ
い
て
、
検
討

の
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

問
　
取
り
組
み
結
果
の
見
え
る

化
が
必
要
で
は
。

村
長
　
商
工
会
と
相
談
し
、
見

え
る
化
を
図
り
ま
す
。

整理して説明する

「危険区域が明白」、検討委員会で協議する

リニア発生土運搬で村内が混乱している

運動公園整備、B地区について

12月26日、商工団体との懇談会で村の方向を示し、　　
出席者には認識していただきました

「商工業振興施策の取り組み結果確認について」
令和6年度予算編成に当たり、商工業者に対し方向性を示すことができたのか

佐
々
木
幸
仁

小
林
義
勝
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１２
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
熊
谷

村
長
が
七
久
里
の
洞
を
埋
め
開
発
し

た
い
強
い
意
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
、
伊
那
谷
か

ら
出
る
発
生
土
の
行
く
先
は
９
割
方

決
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
判
明
、
本

事
業
推
進
の
た
め
に
は
南
木
曽
で
発

生
す
る
土
を
利
用
す
る
よ
り
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
阿
智
村
は
既
に
「
南
木
曽
の
土
は

受
け
入
れ
な
い
」
と
方
針
を
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
春
、
方
針
転
換
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
後
、
国
道
２

５
６
、
１
５
３
を
、
発
生
土
を
積
ん

だ
ダ
ン
プ
が
通
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

　
約
１０
年
前
、
こ
の
問
題
が
不
安
と

と
も
に
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
た

時
、
阿
智
村
は
社
会
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。
議
会
で
は
こ
れ
を

学
び
直
す
必
要
が
あ
る
と
し
、
当
時

の
委
員
長
だ
っ
た
岡
庭
一
雄
氏
と
、

交
通
量
調
査
の
専
門
家
と
し
て
参
加

さ
れ
た
實
原
恒
貞
氏
を
招
き
、
３
月

５
日
全
議
員
で
学
習
会
を
し
ま
し
た
。

　
社
会
環
境
ア
セ
ス
と
は
、
発
生
土

運
搬
に
よ
る
観
光
、
沿
線
の
生
活
、

通
勤
・
通
学
へ
の
影
響
等
を
ど
う
評

価
し
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
を
丁
寧

に
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
し
た
。
当
時
、
南
木
曽
と
清
内

路
か
ら
発
生
す
る
土
を
乗
せ
た
ダ
ン

プ
が
、
一
日
最
大
９
２
０
台
通
る
と

い
う
想
定
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
交
通
量
調
査
を
し
て
シ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
結
果
、
花
桃

祭
り
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
の
ハ
イ

シ
ー
ズ
ン
以
外
は
顕
著
な
渋
滞
が
発

生
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

一
方
、
観
光
事
業
者
や
沿
線
生
活
者

か
ら
は
具
体
的
な
心
配
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
総
括

す
る
と
、
「
安
全
で
は
あ
る
（
顕
著

な
渋
滞
は
起
き
な
い
）
が
、
安
心
と

は
い
え
な
い
（
事
業
や
生
活
へ
の
影

響
は
懸
念
さ
れ
る
）
」
と
い
う
も
の

で
し
た
。
よ
っ
て
、
ダ
ン
プ
通
行
に

関
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
へ
具
体
的
要
望
を

村
が
示
し
、
十
分
な
協
議
と
協
定
が

必
要
だ
と
い
う
結
び
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
　

　
再
び
こ
の
結
び
の
言
葉
を
受
け
止

め
、
今
後
に
十
分
生
か
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
　（

吉
田
　
哲
也
）

　
駒
場
地
区
で
現
在
運
営
さ
れ
て
い

る
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
地
が
９
床

か
ら
１８
床
へ
ユ
ニ
ッ
ト
増
床
の
た
め

春
日
地
区
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
２
月
２７
日（
火
）に
建
設
途

中
の
建
物
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
地
は
、
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
方
が
共
同
で
生
活

す
る
こ
と
に
よ
り
認
知
症
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

施
設
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
利
用

者
様
や
ご
家
族
の
方
は
大
変
満
足
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
１８
床
に
増
床
と
い
う
こ
と

で
、
施
設
自
体
は
広
く
、
ま
た
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
で
温
か
み

の
あ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
分
、
職
員
の
雇
用
も
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

大
地
は
地
域
密
着
型
の
施
設
で
す
の

で
、
利
用
者
は
村
内
の
方
に
限
り
、

ま
た
雇
用
に
お
い
て
も
村
内
、
ま
た

外
国
の
方
を
優
先
的
に
採
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
　

　
施
設
長
の
伊
藤
さ
ん
の
経
験
や
考

え
方
、
ま
た（
株
）ア
バ
ン
セ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
の
基
本
理
念
の
も
と
、
運

営
さ
れ
て
い
る
こ
の
施
設
は
、
阿
智

村
の
介
護
福
祉
施
設
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。
５
月
よ
り
新

住
所
で
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
り
ま
す

が
、
利
用
者
様
の
家
族
が
安
心
し
て

託
す
こ
と
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
大
地
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
参
考

に
、
今
後
の
高
齢
者
社
会
に
向
け
て

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
井
原
　
光
子
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
地

　
　
　
　
　
視
察

か
つ
て
の
社
会
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
、学
ぼ
う
。

建
築
中
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
地

国
道
２
５
６
、１
５
３
を
残
土
運
搬
車
が
通
る
？
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生
産
人
口
の
減
少
に
よ
る
人
手
不

足
が
深
刻
化
す
る
中
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
る
業
務
改
善
を
目
的

と
し
た
「
阿
智
村
☆

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
役
場
で
は
「
書
か
な

い
窓
口
」
設
置
が
予
定
さ
れ
る
な
ど

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
期
待
さ
れ
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
て
よ
り
一

層
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
会
議
へ
の
導

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
研
修
会
を
議
会
と
行
政
と
合
同

で
実
施
し
ま
し
た
。
会
議
資
料
共
有

シ
ス
テ
ム
を

運
用
さ
れ
て

い
る
企
業
の

担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け

な
が
ら
、
タ

ッ
チ
ペ
ン
を

使
っ
て
画
面

上
で
資
料
へ
メ
モ
し
た
り
、
付
箋
を

貼
っ
た
り
と
使
い
勝
手
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
議
会
も
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　（
田
中
　
真
美
）

　
前
号
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
、

５
人
の
方
か
ら
の
要
請
書
に
つ
き
、

議
会
で
は
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
ま
と
め
報
告
書
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
先
に
出
さ
れ
た
要
請
は
、
職
員
の

不
祥
事
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
経
過
と

顛
末
が
適
切
で
あ
っ
た
の
か
、
責
任

の
所
在
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
庁
内

に
混
乱
は
な
い
の
か
、
な
ど
が
観
点

と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
議
会
運
営
委
員
会
が
調

査
チ
ー
ム
と
な
り
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
１
月
末
に
報
告
す
る
と
し
ま
し

た
が
、
諸
般
事
情
に
よ
り
、
ま
と
め

は
３
月
初
旬
と
な
り
ま
し
た
。
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。
（
吉
田
　
哲
也
）

　
令
和
６
年
１
月
２２
日
に
、
飯
田
市

鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
２
０
３
０

年
地
方
議
会
の
展
望
」
と
題
し
て
、

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
北
川
正
恭

氏
の
講
演
会
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
国
会
議
員
か
ら
知
事
に
転
向
し
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
「
改
革
派
知

事
」
と
し
て
注
目
さ
れ
た
北
川
氏
が

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
と
は
何

か
。
行
政
改
革
を
経
験
し
た
体
験
か

ら
、
議
会
に
お
け
る
☆

善
政
競
争
の

重
要
性
と
こ
れ
か
ら
の
住
民
自
治
の

あ
り
方
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
の
時
代
を
一
つ
見
て
み
る
と
、

想
定
外
の
こ
と
が
本
当
に
起
こ
っ

て
、
そ
れ
が
日
常
に
な
っ
た
か
ら
、

そ
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
正
常
な
形

に
戻
し
て
、
子
供
や
孫
に
伝
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
議
員
に
与
え
ら
れ

た
現
代
の
大
き
な
使
命
だ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
議
会
と
執
行
部
は
、
対
等

な
関
係
で
自
己
決
定
、
自
己
責
任
を

地
方
自
治
が
果
た
す
為
に
は
議
会

は
、
対
等
な
関
係
で
執
行
部
と
議
会

は
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
為
に
、

血
み
ど
ろ
の
戦
い
を
し
て
、
議
会
の

権
威
を
高
め
る
と
い
う
覚
悟
を
し
て

く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
が
機
関
と
し
て
ま
と
ま
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
為
に
は
い
ろ
ん

な
条
件
整
備
の
一
つ
と
し
て
議
会
基

本
条
例
を
作
り
、
議
員
間
討
議
を
す

る
。
議
員
間
討
議
を
す
る
時
に
は
、

議
会
事
務
局
も
入
っ
て
、
過
去
の
例

と
か
、
全
国
の
い
ろ
ん
な
先
進
地
の

条
例
を
調
べ
て
や
っ
て
い
く
。
事
務

局
の
職
員
と
一
体
と
な
っ
た
議
会
活

動
を
こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ
や
っ
て
く
だ

さ
い
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
北
川
氏
は
、「
地
方
議
会
は
確
実
に

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

本
当
に
体
感
し
て
、
地
方
を
変
え
る

と
い
う
の
は
議
会
か
ら
変
え
る
と
、

今
日
決
意
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
、

議
会
が
し
っ
か
り
し
た
ら
執
行
部
は

必
ず
変
わ
る
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
例

を
挙
げ
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
は
執
行
権
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
る
と
か
や
め
て
く
だ
い
。
そ
ん

な
消
極
的
な
こ
と
は
な
し
に
政
策
を

立
案
し
、
政
策
を
提
案
し
、
議
案
提

案
で
条
例
を
作
る
機
能
が
あ
る
の
で

作
っ
て
く
だ
さ
い
と
課
題
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
　
　
　
　

（
唐
澤
　
浩
平
）

飯
伊
市
町
村
議
会

　
議
員
研
修
会
報
告

阿
智
村
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会

前
号
掲
載
の
要
請
書
の

　
回
答
を
し
ま
し
た

こちらから内容を
ご覧いただけます

タブレット端末の導入を検討
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おしえて！セイアくん！（仮）

　桜や花桃の開花が例年より早まりそうといわれた２月、遅くなりそうといわれた３
月。この議会だよりが発行される頃にはどうなっているでしょうか。残念ながら花桃ま
つりは中止になってしまいましたが、ご近所で満開の花桃を楽しんでください！
　このコーナーでは本誌中に出てくる用語について解説しています。本誌に出てくる用
語以外でも、解説が必要なことがあれば、用語や条例なんでもご要望ください！
　それでは今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！ 

ページ 用語解説
3
3

3

4

4

6

6

6

6

6

6

7

7

7

8

10

11
11

12

13

14

15

15

15

16

17

20

20

22

☆長塚橋とは　市の沢（国道）から阿智川を渡り曽山へ向かう橋。
☆大規模防護柵とは　獣害から農作物を守るため、個々の農地だけでなく集落全体を大きく覆った防護柵。

☆駒場線とは　飯田高校や飯田駅と駒場を結ぶ乗合バスのルート。
☆財政の硬直化とは　人件費や公共施設の維持費などの固定費が増えることにより、事業を行うために使えるお金が減
ってしまい、新たな事業が行えなくなっていくこと。
☆住宅債とは　過疎対策事業債のメニューの１つである「集落再編整備のための用地の取得及び住宅棟の整備」のこ
とで、定住促進住宅等の土地取得や建設に使える。
☆過疎対策事業債とは　法律で過疎地域とされた市町村が、「格差是正」と「内発的発展支援」を目的に、自立促進の
計画に基づき行う事業に対して特別に発行が認められた地方債（借金）。
☆教育債とは　今回利用を検討しているものは、過疎対策事業債のソフト事業（建設に関わらない事業）に対するメニ
ューである「過疎地域継続的発展特別事業」のこと。集落の維持及び活性化や住民の安全に安心して暮らせる地域社
会の実現を図る事業等が対象となる。
☆充当率とは　事業費のうちの地方債を充てられる率。地方債の種類により異なる。
☆交付税算入率とは　元利償還金（返済のお金）の一部を地方交付税（国から地方公共団体の運営のためにもらえる
お金）に含めもらえる。この率は、地方債の種類により異なる。
☆社会資本整備（総合交付金）とは　地域が抱える政策課題等を抽出し、目標を設定した「社会資本総合整備計画」の
実行のための交付金。
☆レンタルスペース昼神空間とは　昼神にある旧ガイドセンターのことで、現在はテレワーク施設として使われている。
☆ローリングストックとは　一度に多くの非常食を買うのではなく、毎年賞味期限が切れそうなものを少しずつ新しい
ものに入れ替え、一定量を確保し続ける方法。

☆（特別職）報酬（等）審議会とは　村長の諮問に対して審議し答申する。主に村長、副村長、教育長、議員の報酬につ
いて審議する。
☆中山間地域（等）直接支払交付金とは　傾斜地などの、農業の生産条件の不利な地域における農業生産活動を継続
するため、国及び県、市町村が支援を行う制度。
☆赤子ヶ淵とは　清内路の小黒川の淵の名前。リニア非常口建設予定の萩の平から約1.5km先。
☆洞根地区とは　清内路のリニア非常口予定地へ行く村道1-20号線沿いの地籍。
☆親子留学とは　阿智村では浪合で行われている山村留学の一形態で、親子での留学。片方の親は都会に残り、もう片
方の親は阿智村等で働くなどして子どもとくらし、子どもは浪合小学校へ通っている。
☆ランドマーク施設とは　その地域を特徴づけ、目印となる施設。
☆政策サポーター制度とは　議員と住民が一緒になって調査・研究、協議し政策提案をしていく取り組み。政策的議論
に参加し議会活動に関心を持つことで、政策サポーターの中から議員のなり手が出ることも期待する。
☆（県道）園原清内路線とは　園原郵便局から横川を経由し、上清内路へ抜ける県道。
☆地域防災力とは　自分で自分の身を守る「自助」と自主防災組織や消防団による「共助」、市町村や県、国による「公
助」を含めた総合的な地域の防災体制や能力。
☆自主防災組織とは　地域住民による防災組織。阿智村では自治会、部落、集落単位など地区にあった規模で組織して
いる。
☆社会環境アセスメントとは　環境アセスメントは大規模開発等が行われる際に、あらかじめその事業が環境に与える
影響を予測、評価すること。社会環境アセスメントでは社会環境、住民生活への影響についても予測、評価している。
☆アグロフォレストリー事業とは　アグリカルチャー（農業）とフォレストリー（林業）を掛け合わせた事業で、森林整備
で出た木材をハウスの加温に利用している。
☆善政競争とは　よりよい政治を行うため、首長と議会が互いに政策提案し、競争しながら行政運営していこうという
造語。
☆DXとは　デジタルトランスフォーメーションのことで、進化したIT技術を浸透させ、生活をより良くしていくという概
念のこと。
☆阿智ちむわざ会とは　沖縄市や沖縄市スポーツ少年団と交流をしている団体。沖縄の方言で「ちむ」は「心」、「わざ」
は「ボランティア」の意味。

☆事業勘定繰入金とは　国民健康保険の会計には２種類の会計があり、主に国民健康保険税を基に被保険者に対し療
養費を給付する「事業勘定」と、主に診療所の収入を基に診療所の運営をする「直診勘定」がある。「直診勘定」は診療
所の収入だけでは運営できないため、「事業勘定」からお金を繰り入れている。

☆林道大谷霧ヶ原線とは　智里西の戸沢からヘブンスそのはらや富士見台高原へ行く林道。途中恵那山の登山口があ
る。なお、途中から車両通行止めとなっている。




